
令和５年度 作新学院高等学校トップ英進部・英進部 芸術鑑賞会 

《名曲アルバム》 オペラの誘い 
 

７／４（火）に県総合文化センター大ホールに於いて、作新学院高等学校トップ英進部・

英進部芸術鑑賞会が実施され、栃木県オペラ協会のメンバーが出演しました。 

 

 

以下は、作新学院のホームページからの転載です。 

 

午後には「栃木県オペラ協会」の皆様にご登場いただきました。メンバーには当該部音楽教師であ

る村山哲也先生も所属しています。オペラにはなじみのない生徒も多い中、誰もが聞いたことのあ

る曲で親しみやすく聞かせてくださいました。後半には本校の英語教諭や芸術授業において音楽を

選択している生徒も交えたユーモラスなショーも行われました。会場にいる誰もが笑顔になれるほ

ほえましい舞台でした。 



「ふるさとの四季」      「フィガロの結婚」より        「猫の二重唱」 

 

「ヘンゼルとグレーテル」より    特別出演の作新の先生方     「カルメン」より「ハバネラ」 

「カルメン」より      「カルメン」より「闘牛士の歌」     出演者に花束贈呈 

 

コンサートの後半で一緒に演奏に参加してくれた１年生の生徒さん（音楽授業選択）の感

想です。 

 １年１組 女子 

 私は小さい頃オペラ「蝶々夫人」の舞台に子役

として立った事があるが、今回は本当に楽しかっ

た。オペラはこんなにもワクワクドキドキして楽

しいものだということを再認識した。オペラ協会

の皆様には感謝しかない。 

１年３組 女子 

 きれいなドレスが着られて嬉しかった。 

みんなの声が一つになって大きくなり、一

体感を感じた。初めてプロのオペラを見て、歌

手の方一人で 40人位の声量が出せて、しかも

すごくきれいだから、人じゃないのではない

かと疑ってしまった！？ 


